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今昔物語集の文体と法華験記

『源
氏
物語」
な
ど
の
和
文で
用い
る「さ
らに」
は
情態
副詞で
あり 、

否定
修
飾
の
場
合 、
「
事
新し
く・
それ
以上
1ない」

とい
う
意
味に
解

し
得る 。
一
方 、
『
白
氏
文
集』
な
どに
見られる「
更
無
1」

「
更
不1」

では 、
「
更」
が
否定
語「
無」
「
不」
を
強めてい
る
と
解
釈で
きる 。
ま

た 、
本
邦
の
漢文で
も 、
と
くに『

法
華験
記』
に「
更
無1」
の用
例が

多い 。『
今
昔
物
語
集』
では 、
「
更ニ
1

無シ」
が
多く 、
「更
こ
を陳
述
副

詞
として
広
く

使用してい
る 。
こ
れ
は
漢文
的な
用
法で
あ
り 、
具
体
的

には『
今
昔』
と
使用
率や
用
法が
近い『法
華験
記』
の
影
響と
思わ
れ

る 。
「
今
昔』
の
文
体形
成に
は「法
華験
記』
の
表
現が
大き
く

影響し

てい
る 。

て
は
じ
め
に

あ
る
言
語
作
品
の
文
体
を
明
ら
か
に
す
る
に
は 、
語
集・
表
記
・

語
法・
修

辞
法
な
ど
様
々
な
面
か
ら
個
性
的
側
面
を
捉
ら
え 、
そ
れ
ら
の
諸
側
面
を
有
機

的
に
総
合
し
て
い
く

必
要
が
あ
る 。
本
稿
で
は 、
『
今
昔
物
語
集』(
以
下『
今
昔』

藤

井

{変

博

と
略
称
す
る)
の
文
体
を
分
析
す
る一
方
法
と
し
て 、
全
巻
に
渡っ
て
多
く

見
ら

注I

れ
る
用
語
を
抽
出
し 、
そ
れ
が
寿
岳
章
子
氏
の
い
う
「
叙
述語
巴
で
あ
る
こ
と

を
証
明
す
る
方
法
を
採
り
た
い 。
寿
岳
氏
に
よ
れ
ば 、
あ
る
作
品
の
中
で
使
用

率
の
高
い
語
の
中
に 、
「
日
本
語
と
い
う
ワ
ク
内
で
言
語
行
動
を
と
る
か
ぎ
り 、

絶
対
に
必
要
な
言
葉」
で
あ
る
「
骨
組
み
語」
や 、
「
そ
の
言
語
資
料
の
内
容
に

よ
っ
て
動
い
て
い
く

語」
で
あ
る
「
テ
l

マ翠巴
の
ほ
か
に 、
「
叙
述
語」
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し 、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る 。

そ
の
言
語
資
料
の
叙
述
方
法 、
あ
る
い
は一
般
に
位
相
な
ど
と
い
わ
れ
る

も
の
が
関
連
し
て
生
じ
る
こ
と
ば
で
あ
る 。
逆
に
言
え
ば 、
た
と
え
ば
あ

る
時
代
の
資
料
は
お
し
な
べ
て
そ
の
諮
を
よ
く

使
う 、
ま
た
は
こ
の
資
料

群
で
は
よ
く

使
わ
れ
る 、
あ
る
い
は
こ
の
作
者
は
何
を
書
い
て
も
こ
れ
こ

れ
の
語
を
目
立っ
て
よ
く

使
う 、
と
い
う
よ
う
な
た
ぐ
い
の
語
で
あ
る 。

す
な
わ
ち 、
使
用
率
の
高
い
語
の
う
ち 、
『
今
昔」
編
者
が「
目
立っ
て
よ
く

使

う」
よ
う
な
「
叙
述
語」
を
分
析
す
る
こ
と
に
よっ
て 、
編
者
の
個
性
的
文
体

の一
側
面
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る 。

と
こ
ろ
で 、
『
今
昔」
の
文
体
基
調
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
は 、
お
お
む
ね 、

漢
文
訓
読
文
・

変
体
漢
文
・

和
文
な
ど
の
類
型
的
文
体
に
用
い
る
位
相
語
を
と

り
あ
げ 、
こ
れ
ら
の
類
型
的
文
体
と
の
関
連
を
論
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た 。
し
か
し 、
『
今
昔』
の
文
章
に
は 、
説
話
や
巻
に
よっ
て
程
度
の
差
は
あ

l 



(
表l

る
が 、
右
の
類
型
的
文
体
の
要
素
の
い
ず
れ
も
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り 、

右
の
三
文
体
の
い
ず
れ
を
重
く

見
る
か

注2

に
よ
っ
て
三
説
に
分
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る 。
広
義
の
和
漢
混
清

文
で
あ
る
『
今
昔』
の
文
体
基
調
を
類
型
的
文
体
の
い
ず
れ
か
の

要
素
だ
け
で
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
く 、
さ
ら
に
射
程
を
狭
め
て 、

具
体
的
に
編
者
の
参
照
し
た
文
献
を
探
求
し
て
い
く

必
要
性
も
あ
る
と
考
え
ら

れ
る 。
そ
こ
で 、
『
今
昔』
編
者
の
参
看
し
た
こ
と
が
確
実
で 、
出
典
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
文
献
を
検
討
す
る
必
要
が
で
て
く
る 。
『
今
昔」
で
用
例
の

多
い
語
が 、
影
響
力
の
強
い
出
典
に
も
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
場
合 、
『
今
昔」

独
自
の
表
現
で
な
く 、
そ
の
出
典
の
文
体
の
影
響
で
あ
る
蓋
然
性
が
強
い 。
こ

の
よ
う
な
用
語
が 、
出
典
の
直
接
の
引
用
部
に
と
ど
ま
ら
ず 、
出
典
の
用
語
の

積
極
的
利
用
と
し
て
広
く

用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
証
明
で
き
れ
ば 、

単
な
る
受
動
的
な
言
語
行
為
で
な
く 、

編
者
の
能
動
的
な
言
語
行
為
で
あ
り 、

そ
れ
が
『
今
昔』
の
文
体
形
成
の一
環
と
なっ
た
と
看
倣
し
得
る
で
あ
ろ
う 。

本
稿
で
は 、
『
今
昔』
の
「
叙
述
語」
を
探
る
と
と
も
に 、
そ
の
語
に
つ
い
て
出

典
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
ど
の
よ
う
な
作
品
の
影
響
下
に
「
今
昔」
の

文
体
が
形
成
さ
れ
た
か
を
考
察
し
て
み
た
い 。

二 、
「
今
昔」

と
仏
典
と
の
関
係

『
今
昔」
の
出血(
の
中
に
は 、
巻一
冒
頭
の
『
過
去
現
在
因
果
経』
を
は
じ

め
と
し
て 、
数
多
の
仏
典
が
あ
る 。
そ
の
た
め 、
『
今
昔』
の
表
現
の
中
に
は 、

仏
典
の
影
響
を
受
付
て
い
る
も
の
が
あ
る 。
た
と
え
ば 、
『
今
昔」
は 、
冒
頭
句

と
結
句
に
「
今ハ
昔
1トナム

語リ
伝ヘ
タル
ト
ヤ」
と
い
う
類
型
的
表
現
を
用
い

る
が 、
「
経」
に
も
「
知
是
我
問 、
一
時
仏
在:::
爾
時:::
『
今:::」」
と

注3

注4

い
う
類
型
的
な
表
現
が
あ
り 、
こ
れ
ら
の
関
連
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
論
も
提
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出
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
に
関
連
し
て 、
(
表
1)
の
よ
う
に 、
「
経」
の
類
型
的

注5

表
現「
爾
時」
の
翻
訳
に
よっ
て
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
「
其ノ
時
こ
が『
今
昔』

に
お
び
た
だ
し
く

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い 。

「
そ
の
と
き
に」
は 、
あ
り
ふ
れ
た
表
現
の
よ
う
で
あ
る
が 、
平
安
期
の
和

文
作
品
で
は『
源
氏
物
語』
『
落
窪
物
語』
『
夜
の
寝
覚」
『
狭
衣
物
語」
な
ど
に

用
例
が
な
く 、

『
伊
勢
物
語」
『
大
和
物
語」
に
各一
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る 。

ま
た 、
説
話
集
で
は 、
仏
教
説
話
の『
発
心
集』
「
沙
石
集」
に
三
九
例 、
一
四

例
と
例
が
多
く 、
ま
た 、
仏
教
説
話
と
世
俗
説
話
と
を
含
む「
宇
治
拾
遺
物
語」

「
古
本
説
話
集』
に
も
各
々
四一
例 、
六
例
が
見
ら
れ
る 。
そ
れ
に
対
し
て 、
王

朝
・

世
俗
を
題
材
と
す
る
説
話
で
は 、
『
十
訓
抄』
に
は一
例
も
な
く 、

『
撰
集

抄」
に
は一
例(
た
だ
し「
其
の
時」
の
語
形)
あ
る
の
み
で
あ
り 、
お
お
む
ね 、

仏
教
的
内
容
を
含
み 、
漢
文
訓
読
文
の
影
響
を
受
け
た
作
品
ほ
ど
例
が
多
い
と

い
え
そ
う
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
「
其ノ
時
二
が『
今
昔』
で
は 、

仏
法
部
を
中
心
と
し
な
が
ら 、
巻
二
十
以
降
の
世
俗
部
に
お
い
て
も
相
当
多
く

の
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
は 、
仏
教
と
関
わ
り
の
深
い
編
者
が 、
仏
典
の
表
現
を 、

自
家
薬
籍
中
の
も
の
と
し
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う 。

「
其ノ
時
こ
と
同
じ
く 、

仏
典
の
影
響
の
顕
著
な一
例
と
し
て 、
本
稿
で
は 、

「
大
日
本
国
法
華
経
験
記」
(
以
下『
法
華
験
記』
と
略
称
す
る)
を
と
り
あ
げ 、
「
更

こ
の
使
用
状
況
を
検
討
し
た
い 。
『
法
華
験
記」
は 、
序
に
よ
れ
ば
長
久
年
間

(一
O
四
O
年
1一

O
四
四
年)
鎮
源
の
作
で 、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
説
に
よ



れ
ば 、
全一
二
九
話
の
う
ち
九
八
話
が『
今
昔』
の
出
典
に
なっ
て
い
る
な
ど 、

『
今
昔』
の
中
で
最
多
の
引
用
話
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
有
力
な
出
典
で
あ
る 。『
今

昔』
『
法
華
験
記』
で
の「
更
こ
「
更」
の
使
用
数
に
つ
い
て
は 、
す
で
に
原
栄

注6一
氏
の
調
査
が
あ
る
が 、
本
稿
で
は
新
た
に
地
の
文
の
数
に
対
す
る「
更
こ
の

使
用
率
を
調
査
し
な
が
ら 、
『
今
昔」
の
文
体
を
形
成
す
る
用
語
と
し
て
の
性
質

を
考
察
し
た
い 。
な
お 、
『
法
華
験
記』
を
は
じ
め
と
す
る
出
典
の
認
定
は 、
す

べ
て
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
説
に
よ
る 。

「
更-
こ
の
使
用
状
況

(
表
2)

今昔物語集の文体と法華験記

『
今
音』
の
全
話
数
は一
O

四
O
話 、
「
更
こ
の
総
数
は
五

四
四
例
で
あ
り 、
一
話
あ
た
り

の
「
更
こ
の
使
用
率([「
削い」

δ
お
糊時十
ゆ
部
建]
X
50)
は
五

二
%
で 、
一
方 、
『
法
華
験
記」

で
は 、
「
更」
の
使
用
率
は
さ
ら

に
高
く 、
全
話
数
は一
二
九
話 、

「
更」
の
総
数
は
=
二
例
で 、
一
話
あ
た
り
の
「
更」
の
使
用
率
([「
刈」
δ

務
湾十
ゆ
部
簿]
×
50)
は
九
三
%
に
も
な
る 。
同
様
の
調
査
を
『
字
治
拾
遺
物

語』
『
古
本
説
話
集』
で
行
う
と 、
各
々
二
四
% 、
一
九
%
が
得
ら
れ 、
「
法
華

験
記』
と
ヱ
尋問』
と
だ
け
が
特
に
高
い
使
用
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る 。
こ
の
よ
う
に 、
『
法
華
験
記」
と『
今
昔』
の
使
用
率
が
他
の
作
品
よ
り
高

く 、
ま
た
後
述
の
よ
う
に 、
『
今
昔』
の
全
巻
に
偏
り
な
く

用
い
ら
れ
て
い
る
と

す
れ
ば 、
「
更
ニ
は 、
「
法
華
験
記」
か
ら
影
響
を
受
け
た 、
文
体
基
調
に
関
わ

る
用
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

そ
こ
で 、
話
数
に
対
す
る
用
例
の
使
用
率
を
見
る
だ
け
で
な
く 、
さ
ら
に
調

査
単
位
を
細
か
く
し「
更
こ
の一
文
あ
た
り
の
使
用
率
を
求
め 、
出
典
と
なっ

た
他
の
説
話
集
と
比
較
し 、
『
法
華
験
記』
と
『
今
昔』
の
使
用
率
の
高
さ
を
確

認
す
る
こ
と
に
す
る 。
比
較
対
象
と
し
て
は 、
「
今
昔」
の
出
典
話
を
も
っ
「
日

本
霊
異
記」
「三
宝
絵
詞』
『
法
華
験
記」
「
注
好
選
集」
と 、
「
今
昔」
の
類
話

を
も
っ
「
字
治
拾
遺
物
語」
『
古
本
説
話
集』
を
と
り
あ
げ
る 。

ま
ず 、
「
更
こ
の
使
用
率
を
見
る
た
め
に 、
「
今
音』
各
巻
と 、
比
較
に
も
ち

い
た
各
作
品
と
に
お
け
る「
更
こ
の
用
例
数
と
地
の
文
の
総
数
と
を
数
え 、
地

の
文一
文
あ
た
り
の「
更
こ
の
使
用
率
を
求
め 、
(
表
2)
(
表
3)
に
示
し
た 。

「 地 全 更露 の 体L一一
の 文 で L-
使 で の の
用 の 使 使
数 使 用率 用

用 数率
10 21 23 

。 10 21 21 
。 18 39 33 一
7 14 32 29 四
3 23 33 30 五
。 7 12 11 ムノ、
。 17 23 21 七
2 9 20 23 九
1 11 33 29 十
4 4 7 10 十一

7 7 19 22 十一
。 16 24 23 十ニ
8 18 31 30 十四
2 11 19 17 十五
5 14 25 27 十六
1 20 30 31 十七
12 12 22 22 十九
5 13 25 25 二十
l 。 。 。
3 4 4 1 一一
8 6 18 15 一四
7 4 12 6 一五
3 9 20 13 ーー 4ノ、-
l 10 21 15 一七

15 8 19 14 二八
7 21 37 26 二九
l 21 39 11 ニ十
6 16 25 16 

110 13 23 544 合計

「
更
こ
の
項
は
各
巻・
各
作

品
に
お
り
る
用
例
数
と
合
計

を
示
し
た
も
の
で 、
「
全
体」

「
地
の
文」
は
各
々

([「
糊い」
δ
ゆ適当」
湾十
基

3
uH
S
雰
蜂]
×HOOO)

([「
削い」
δ
選S
対
局)
適当」

簿十
選S
U内
角)
務'
簿]
×Hoc-)

(
表
3

鴛 地
体
全 更の

つ 文 で 」ーー
ゆ で の のL- の 使 使
の 使 用率 用
使 用率 数
用
数
。 13 17 49 日本霊異記
。 1 10 21 ニ宝絵詞
。 31 43 121 法華験記
。 7 10 20 注好選集

23 5 18 48 字治拾遺

15 9 16 13 古本説話

3 



の
数
値
を
示
し
て
い
る 。
な
お 、
地
の
文
の
数
を
数
え
る
際
に 、
次
の
①
1

⑤

の
点
に
留
意
し
た 。

①
地
の
文
の
み
を
数
え 、
会
話
(二
今
1ト

云フ)・
心
話
(
1ト

恩フ)・
夢
(
夢

ニ
ー ト

見ル)
の
引
用
部
の
中
の
文
は 、
地
の
文
の一
文
中
に
包
摂
さ
れ
る
も

の
と
し
て
数
え
な
い 。

②
た
だ
し 、
引
用
部
の
中
に
含
ま
れ
る
文
の
数
が
地
の
文
の
数
を
上
回
る
場

合
は 、
引
用
部
の
数
を
加
え
て
補
正
す
る 。

③
『
今
昔』
で
は
話
末
が
「
ト
ヤ」
で
終
わ
っ
て
お
り 、
全
文
が
引
用
部
で

あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が 、
②
に
よっ
て 、
「
ト
ヤ」
を
含
む
文
を
地

の
文
の一
文
と
し
て
数
え
る 。

④
「
1

有リ 、
名ヲ
1ト

云7」
は 、
「
有リ」
「
云7」
で
二
文
と
す
る 。

⑤
終
止
形
が
並
ぶ
形
の
対
句
(「
1

也 、
ー

也」
な
ど)
は 、
二
文
と
す
る 。

地
の
文
で
の
使
用
率
を
加
え
た
の
は 、
①
の
よ
う
な
方
法
に
よ
る
場
合 、
「
更-
こ

が
引
用
部
に
多
い
か
地
の
文
に
多
い
か 、
ま
た 、
引
用
部
に
含
め
た
文
の
数
等

の
要
因
で
結
果
が
多
少
左
右
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し 、
作
品
の
文

体
を
決
定
づ
げ
る
部
分
と
し
て
地
の
文
の
傾
向
を
見
ょ
う
と
し
た
た
め
で
あ

る 。
ま
た 、
比
較
の
た
め
に 、
「
更
こ
と
同
じ
く
否
定
の
強
調
に
用
い
る
副
詞

と
し
て
「
露
(つ
ゆ
こ
の
使
用
数
を
記
し
て
お
い
た 。

「
全
体」
の
項
で
「
更
こ
の
使
用
率
を
見
る
と 、
「
法
華
験
記」
が
格
段
に

高
く 、

以
下『
今
昔
物
語
集」
『
宇
治
拾
遺
物
語』
『
日
本
霊
異
記』
「
古
本
説
話

集』
『
三
宝
絵
詞」
「
注
好
選
集」
の
順
で
あ
る 。
地
の
文
だ
け
の
場
合
で
は 、

『
法
華
験
記』
の
比
率
が
さ
ら
に
高
く 、

『
今
昔』
『
日
本
霊
異
記』
が
ほ
ぽ
同
率

で
続
き 、
以
下「
吉
本
説
話
集』
『
注
好
選
集」
『
宇
治
拾
遺
物
語」
『
三
宝
絵
調」

の
順
と
な
り 、
い
ず
れ
も 、
『
法
華
験
記」
と『
今
昔」
と
で
高
率
で
あ
る 。
(『
日

本霊
異
記』
も
多い
が 、
後に
述べ
る
よ
うに
用
法が
大
幅に
異
なる 。)

と
こ
ろ
で 、
(
表
2)
に
よ
れ
ば 、
『
今
昔』
の
内
部
で
も 、
巻
三・
四・
五・

十・
十
四・
十
七・
二
十
九・
三
十
な
ど
「
法
華
験
記」
に
近
い
使
用
率
を
も

っ
巻
が
あ
る
が 、
一
方 、
巻
二
十
以
降
で
は
使
用
率
が
漸
減
す
る
傾
向
も
見
ら

れ
る 。
和
文
的
な
作
品
で
は 、
『
字
治
拾
遺
物
語』
が
「
さ
ら
に」
四
八
例
「
つ

ゆ」
二
三
例 、
『
古
本
説
話
集」
が
「
さ
ら
に」
一
三
例
「
つ
ゆ」
一
五
例
で 、

「
つ
ゆ」
の
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と 、
こ
の
傾
向
は 、
和
文
の
副
詞「
露

(つ
ゆ
こ
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
背
景
に
考
え
ら
れ
よ
う 。
す
な
わ
ち 、
「
今
昔』

で
は
全
般
的
に
「
更
こ
を
用
い
る
巻
が
優
勢
で
あ
る一
方
で 、
巻
十
九・
二
十

四・
二
十
五・
二
十
八
な
ど
「
露」
の
方
が
多
く

用
い
ら
れ
て
い
る
巻
も
あ
る

の
で
あ
る 。
「
露」
の
優
勢
な
右
の
四
巻
は 、
お
お
む
ね 、
出
典
未
詳
話
と 、
『
字

治
拾
遺
物
語」
「
古
本
説
話
集」
な
ど
の
類
話
と
に
よっ
て
い
る
巻
で
あ
り 、
『
宇

治
大
納
言
物
語」
な
ど
の
和
文
の
出
典
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る 。

そ
こ
で 、
「
つ
ゆ」
の
使
用
傾
向
を
出
典
と
の
関
連
か
ら
見
る
た
め
に 、
「
字
治

拾
遺
物
語』
『
古
本
説
話
集」
と
『
今
昔』
と
の
類
話
関
係
に
あ
る
説
話
に
お
い

て 、
「
つ
ゆ」
が
共
通
し
た
箇
所
に
見
ら
れ
る
か 、
一
方
の
み
に
見
ら
れ
る
か
で

整
理
す
る
と 、
次
の
よ
う
に
な
る 。

〈
字
治〉
「
共
通」
八
例
「
字
治
の
み」
八
例
「
今
昔
の
み」
一
一
例

〈
古
本〉
「
共
通」
九
例
「
古
本
の
み」
二
例
「
今
昔
の
み」
六
例

い
ず
れ
の
場
合
で
も 、
「
今
昔
の
み」
の
例
が
か
な
り
見
ら
れ
る 。
こ
れ
は 、
訟

注7

城
俊
太
郎
氏
が
述
べ
た
よ
う
に 、
和
文
用
法
で
あ
る
「
つ
ゆ」
が 、
あ
る
程
度

編
者
の
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う 。
ま
た 、
次
に
見
る「
更

こ
の
場
合
に
比
べ
れ
ば 、
出
典
と
「
今
昔』
と
で
「
共
通」
す
る
使
用
例
も
多

く 、
「
つ
ゆ」
は 、
編
者
独
自
の
用
語
と
し
て
付
加
さ
れ
る
場
合
と 、
出
典
の
表

現
が
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
る
場
合
と 、
両
面
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

る 。
た
だ
し 、
「
露」
は 、
『
今
昔』
独
自
の
使
用
例
も
あ
る
と
は
い
え 、
(
表
2)
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今普物語集の文体と法華験記

の
分
布
か
ら
見
て
も
偏
り
が
あ
り 、
「
更ニ」
に
比
べ
れ
ば 、

極
的
に
用
い
た
用
語
と
は
い
い
に
く
い
面
が
あ
る 。

こ
れ
に
対
し
「
更
こ
は 、
話
数
の
少
な
い
巻
二
十
二
(
全
八
話)
に
は
例
が

な
い
も
の
の 、
ほ
ぽ
全
巻
に
渡っ
て
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ 、
完
全
に
編
者
の

用
語
で
あ
る
と
い
え
る 。
ま
た 、
(
表
4)
は 、
右
の
六
作
品
か
ら 、
『
今
昔』

の
出
典
も
し
く
は
類
話(
字
治・
吉
本
の
場
合)
と
なっ
て
い
る
説
話
を
と
り
あ

げ 、
「
更
こ
が 、
「
共
通」
し
て
見
ら
れ
る
も
の 、
「
出
典
の
み」
に
見
ら
れ
る

も
の 、
「
今
昔
の
み」
に
見
ら
れ
る
も
の 、
の
三
つ
の
場
合
に
分
け
た
も
の
で
あ

る
が 、
『
法
華
験
記」
以
外
の
出
典
で
「
今
昔
の
み」
の
場
合
が
最
も
多
い
こ
と

か
ら
も 、
「
更-
こ
が
編
者
の
好
む
用
語
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る 。

と
こ
ろ
が 、
『
法
華
験
記」
を
出
典
と
す
る
場
合
は 、
「
今
昔
の
み」
が
多
く

見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が 、
そ
の一
方
で

(一)
「
出
典
(「
法
華
験
記』)
の
み」
の
例
が
極
め
て
多
い
こ
と

会
乙
「
今
昔』
と
「
共
通」
し
て
見
ら
れ
る
も
の
も
相
当
多
い
こ
と

な
ど
の
点
に
お
い
て 、
他
の
出
典
の
場
合
と
差
が
見
ら
れ
る 。(
こ
の
よ
う
に 、

「
出
典
の
み」
の
例
が
多
く 、

他
方
「
今
昔
の
み」
が
多
い
こ
と
か
ら 、
『
法
華

験
記』
か
ら
『
今
昔』
へ
直
接
踏
襲
さ
れ
た
割
合
は
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る 。

し
か
し 、
(
二)
の
「
共
通」
の
例
が
他
の
出
典
に
比
べ
て
多
く 、

「
法
華
験
記」

の
「
更」
を
好
ん
で
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
と
併
せ
考
え
る
と 、
「
法
筆
験
記」

そ
の
も
の
に
例
が
多
い
こ
と
を
「

今
昔
の
みL
の
例
が
多
い
こ
と
と
関
連
づ
け

て
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る 。
夙
に 、
『
法
華
験
記』
の
用
語
と
の
関
連
に
つ
い

て
は 、
『
法
華
験
記』
に
用
例
の
多
い
形
式
体一言
「
間」
が 、
『
法
華
験
記」
の

注8

翻
案
の
部
分
で
も
多
く

見
ら
れ
る
と
い
う
山
内
貴
子
氏
の
指
摘
が
あ
り 、
ま
た

『
法
華
験
記』
等
に
あ
る
動
調
句
「
病ヲ
受ク」
が
「
今
昔』
の
積
極
的
な
表
現

注9

注凶

行
為
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
青
木
毅
氏
の
指
摘
も
あ
る 。
ま
た 、
稿
者
も 、

「
今
昔』
編
者
が
積

漢
文
の
出
典
の
う
ち
『
法
華
験
記」
の
用
語
の
み
が
忠
実
に
複
合
動
詞
に
訳
さ

れ
る
と
同
時
に 、
『
法
華
験
記』
に
よ
る
複
合
動
詞
が
全
巻
に
広
く

用
い
ら
れ
る

傾
向
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た 。
逆
に
い
え
ば 、
直
訳
に
よ
る
部
分
と
と
も
に 、

翻
案
部
に
も
多
く

使
わ
れ
て
い
る
用
語
は 、
も
と
も
と
『
法
華
験
記」
に
多
い

も
の
が
あ
り 、
こ
の
点
で 、
「
更
ニ
は 、
「
間」
「
病ヲ
受ク」
や
複
合
動
調に
お

い
て
見
ら
れ
た
傾
向
と
軌
を一
に
し
た
分
布
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な

る 。
こ
れ
は 、
『
法
華
験
記』
の
常
用
語
が
「
今
昔』
の
文
章
で
も
常
用
語
と
し

て
受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
意
味
し 、
(
表
4)
で
『
法
華
験
記」
だ
け
が
い
ず
れ

の
項
も
用
例
が
多
い
の
は 、
本
書
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
と
解
釈
で

きコ。 。以
上
の
よ
う
に 、
ヱ
尋問』
と『
法
華
験
記」
と
で
は 、
他
の
作
品
に
比
べ
て
高い

使
用
率
が
見
ら
れ
る
こ
と 、『
法
華
験
記』
を
出
典
と
す
る
話
で
は
忠
実
な
翻
訳

に
も
多
く 、
ま
た 、
全
巻
に
渡っ
て
編
者
の
用
語
と
し
て
用
い
る 、
等
の
傾
向
を

指
摘
し
た 。
こ
の
よ
う
に「
今
昔』
の「
一史
こ
の
使
用
率
は
特
徴
的
で
あ
り 、
文
体

の
個
性
を
作
る
表
現
の一
つ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が 、
次

に
視
点
を
変
え 、
用
法
や
機
能
の
面
か
ら
両
書
の
関
連
を
考
察
し
て
み
た
い 。

(
表
4

四、
「
更-
こ

の
用
法

出典 d1-日土L 7 共通
の の
み み
17 23 。 日 本霊異記
3 4 。 ニ宝絵詞
68 26 22 法華験記
7 17 4 注好選集
12 34 8 
9 I 15 4 古本説話

「
更
こ
の
用
法
は 、
否
定
表
現
と
肯
定

表
現
と
い
ず
れ
を
も
修
飾
す
る
情
態
副
調

用
法
と 、
否
定
表
現
を
修
飾
す
る
陳
述
副

詞
用
法
に
分
け
ら
れ
る 。
前
章
で
と
り
あ

げ
た
作
品
で
は 、
『
日
本
霊
異
記』
以
外
の

作
品
は
お
お
む
ね
陳
述
副
調
用
法
で
使
用

5 



し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め 、
こ
れ
ら
の
用
法
を
区
別
せ
ず
に
分
析
を
し
て

き
た
が 、
『
今
昔』
と
『
法
華
験
記」
と
の
関
連
を
確
認
す
る
た
め
に
も 、
『
今

昔」
の
用
法
と 、
他
の
位
相
の
資
料
に
お
け
る
用
法
と
を
比
較・
検
討
し
て
お

注目

く
必
要
が
あ
る 。
そ
こ
で
次
に 、
漢
文・
変
体
漢
文
お
よ
び
和
文
の
資
料
に
お

け
る
用
法
を
述
べ
つ
つ 、
『
今
昔』
の
用
法・
機
能
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い 。

四
・
一

漢
文
・

変
体
漢
文

a
中
国

①
漢
籍

漢
文
の
「
更」
は
副
詞
的
に
用
い
る
こ
と
が
あ
り 、
「
更 、
改
也」
(『
集
韻』)

「
更 、
再
也」(『
字
業』)
の
意
味
で
主
と
し
て
肯
定
表
現
に
か
か
る
よ
う
で
あ
る 。

否
定
表
現
に
か
か
る
例
は 、
十
三
経・
諸
子
の
類
に
は
な
く 、

『
史
記」
に
唯一

次
の
例
を
見
る
の
み
で
あ
る 。
意
味
は
前
提
と
な
る
事
柄
を
受
け
て 、
「
改
め

て・
そ
の
他
に」
を
意
味
す
る
情
態
副
詞
と
し
て
解
釈
す
る
の
が
よ
か
ろ
う 。

-
有
二
狐
白
菜- 、
値
千
金
天
下
無
繁 、
入ν
秦
献二
之
昭
王- 、
更
無ニ
他

表-
(「
由人
記』
孟
嘗
君
列
油開)

②
仏
典

『
妙
法
蓮
華
経』
『
摩
詞
止
観』
な
ど
で
も 、
肯
定
語
に
か
か
る
例
が
圧
倒
的

に
多
く 、

『
摩
詞
止
観』
で
は 、
「
更
無」
「
更
不」
の
例
が 、
十
七
例(
総
数
の

七・
五
%) 、
六
例
(
同二・
七
%)
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る 。

2
得ν
少
便
為ν
足 、
更
不ν
願ニ
好
者一
(『
妙
法
蓮
華
経』
五
百
弟
子
授
記
品)

3
我
等
内
滅 、
自
調
為ν
足 、
唯
了ニ
此
事
\
更
無二
余
事-(『
妙
法
蓮
華
経』

信
解
品)

4
法
喜
簿
悦
食 、
更
無=
余
食
想-
(『
妙
法
蓮
華
経」
五
百
弟
子
授
記
品)

5
無
明
究
克
憲
惑
更
不ν
生
(『
摩
詞
止
観』
第五
下)

6
嘗ν
知 、
一
切
法
無ν
不ν
趣ν
欲 、
欲
法
界
外 、
更
無ニ
別
法-
(『
摩
詞
止

観』
第
四
下)

7
食
己
繋ν
心
思
惟
坐
禅
更
無ニ
余
事-
(『
摩
詞
止
観』
第
四
下)

仏
典
に
見
ら
れ
る「
更
無」
「
更
不」
の
用
法
は
類
型
的
で
あ
り 、
3「

余
事」

4
「
余
食
想」
6
「
別
法」
7

「
余
事」
な
ど
「
余」
「
別」
な
ど
と
と
も
に
用

い
る
例
が
あ
る
こ
と
か
ら 、
「
そ
の
他
に・
再
び」
な
ど
の
意
味
を
表
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る 。
2
「
少
な
き
を
得
て
す
な
わ
ち
足
れ
り
と
為
し
て
更
に
よ
き

者
を
願
は
ず」
や 、
5

「
無
明
究
覚
し
て
重
き
て
惑
更
に
生
ぜ
ず」
な
ど
は
前

提
と
な
る
事
柄
が
な
く

単
純
に
否
定
表
現
を
強
め
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る

が 、
「
少
な
き
を
得
て」
「
無
明
究
寛
し
て」
を
受
け
て
い
る
の
で 、
漢
籍
の
場

合
と
同
じ
く

「
そ
の
他
に」
と
解
釈
で
き
る 。
た
だ 、
否
定
表
現
と
の
呼
応
例

が
や
や
多
い
点
で 、
漢
籍
と
は
異
な
る
傾
向
が
う
か
が
え
る 。

③漢
詩

漢
詩
で
も 、
『
先
秦
漢
貌
晋
南
北
朝
詩」
に
は 、
「
北
周
詩』
に
「
更
無」
三

例 、
「
全
三
国
詩』
に
「
更
不」
二
例
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
が 、
唐
代
に
な

る
と
『
白
氏
文
集」
を
は
じ
め 、
李
白・
陶
淵
明・
李
商
隠
な
ど
の
詩
に
比
較

的
多
く
の
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る 。
特
に
『
白
氏
文
集』
に
は
「
更
無」

「
更
不」
の
例
が 、
各々

、
二
六
例(
総
数
の
十
五
%) 、
四
例(
同二
%)
な
ど 、

用
例
が
多
く

見
ら
れ
る 。
次
に
「
白
氏
文
集』
の
例
を
挙
げ
る 。

8
亦
有三
親
情
満エ
故
郷-

潜
来
更
不ν
通ニ
消
息-
(『
白
氏
文
集」
巻
四)

9
呉
姫
暮
雨
粛
驚
曲
自ν
別=
江
南-
一史
不ν
聞(『
白
氏
文
集」
巻
五
十
五)

叩
春
藤二
唯
仰p
酔
老
更
不ν
禁ν
愁
(『
白
氏
文
集』
巻六
十
三)

日
百
層
石
燈
上ニ
州
門-

更
無=
平
地
堪ν
行
慮-
(「
白
氏
文
集』
巻
十
八)

ロ
虚
白
堂
前
街
退
後
更
無三一
一事
到ニ
中
心-
(「
白
氏
文
集』
巻二
十)

日
次
第
花
生ν
眼

須
奥
竹
過ν
風

更
無ニ
尋
覚
慮-

鳥
跡
印二
空
中-

(『
白
氏
文
集』
巻五
十六)

6 



更
無ニ
別
計
相
寛
慰

今昔物語集の文体と法華験記

M
不ν
知下
秋
送ニ
二
毛一
来上

十
七)

民
意
日
一

餐
茶
両
碗

更
無ν
所ν
要
到=
明
朝-
(
『
白
氏
文
集」

巻
七
十

二

注ロ

と
こ
ろ
で 、
古
賀
精一
氏
は 、
中
国
の
漢
文
に
は
も
と
も
と
否
定
強
調
用
法

の
「
更」
の
使
用
例
は
な
い
と
し 、
平
安
期
の
『
日
本
霊
異
記』
な
ど
か
ら
本

邦
独
自
の
用
法
と
し
て
否
定
強
調
用
法
が
生
ま
れ
た
と
し
た 。
し
か
し 、
『
白
氏

文
集』
の
「
更
無」
の
用
例
は 、
た
と
え
ば
日
で
は
「
更
に
平
地
の
行
く
に
堪

ふ
る
所
無
し」 、
ロ
で
は「
更
に一
事
の
中
心
に
至
る
無
し」
(
心
に
思い
浮か
ぶ

よ
う
な
こ
と
が一
つ
と
し
て
無い)
の
よ
う
に 、
物
事
の
存
在
し
な
い
こ
と
を
と
り

た
て
て
強
調
し
て
い
る 。
ま
た 、
「
更
不」
も 、
8
の
「
ひ
そ
か
に
来
た
り
し
か

ば
更
に
消
息
を
通
は
さ
ず」
の
よ
う
に 、
「
決
し
て
1
し
な
い」
と
解
釈
で
き 、

否
定
強
調
用
法
は 、
中
国
の
漢
文
で
も
認
め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る 。

注目

こ
の
よ
う
な
否
定
表
現
を
修
飾
す
る
副
詞
の
性
質
に
つ
い
て 、
田
中
敏
生
氏

が 、
「
決
し
て」
の
よ
う
に 、
話
し
手
の
「
そ
う
で
は
な
い
の
だ」
と
い
う
否
定

判
断
(
作
用
構
造)
を
表
す
側
面
と 、
「
全
然」
の
よ
う
に 、
対
象
に
つ
い
て 、

「(
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
とい
う)
そ
の
よ
う
な
あ
り
か
た
に
お
い
て
あ
る」

と
い
う
状
態(
対
象
構
造)
を
表
す
側
面
と
の
二
つ
の
契
機
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る 。
前
者
の
側
面
は 、
狭
義
の
陳
述
副
詞
の
側
面
で
あ
り 、
後
者
は
情

態
副
詞
に
繋
が
る
側
面
と
考
え
ら
れ
よ
う 。
和
漢
の
「
さ
ら
に」
「
更」
は 、
い

ず
れ
も 、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
契
機
を
含
み
も
つ
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が 、

次
節
で
述
べ
る
よ
う
に 、
平
安
期
の
和
文
の
「
さ
ら
に」
は 、
否
定
表
現
に
か

か
る
場
合 、
対
象
の
状
態
に
つ
い
て「
そ
れ
以
上
i(
な
い
こ
の
意
味
を
表
す
情

態
副
詞
と
思
わ
れ
る
の
に
対
し
て 、
右
の
『
白
氏
文
集』
な
ど
の
例
は 、
「
更」

に
よ
っ
て 、
否
定
判
断
を
強
調
す
る
陳
述
副
詞
的
な
用
法
と
考
え
ら
れ
る 。
し

た
が
っ
て 、
た
と
え
ば 、
古
賀
氏
が
「
そ
れ
以
外
に」
の
意
味
の
例
と
し
て
挙

(
『
白
氏
文
集』

巻
五

げ
た
次
の
よ
う
な
例
も 、
陳
述
副
詞
と
し
て
理
解
す
べ
き
と
思
わ
れ
る 。

更
無
三
俗
物
当ニ
人
眼
\

但
有一二
泉
声
洗エ
我
心一
(
『
白
氏
文
集」

巻
五
十
四)

室
中
更
無ν
人 、
唯
有ニ
乳
下
孫-
(
社
甫)

右
の
例
は 、
「
更
無」
と
「
但(
唯)
有」
と
を
対
比
し
た
対
句
で 、
「
更」
「
但」

「
唯」
は
い
ず
れ
も
「
無」
「
有」
を
限
定
し
強
め
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
で
あ

ろ
う 。
す
な
わ
ち 、
「
俗
物」
と
「
泉
声」・「
乳
下
孫」
と
「
人」
が
有
る
も
の

と
無
い
も
の
と
の
関
係
で
対
照
さ
れ
て
い
る
の
で
あっ
て 、「
そ
れ
以
外
に・
加

え
て」
と
い
う
解
釈
は
適
当
で
は
な
い 。
こ
の
よ
う
な
用
法
に
つ
い
て
稗
大
典

ふU

更
有
更
不
更
無
ノ
語
多
シ 。
皆
ア
ル
ナ
キ
ヲ
際
ダ
テ
〉
イ
フ
意
ナ
リ 。(『
詩

家
推
敵』)

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に 、
漢
文
の
「
更」
に
強
調
用
法
が
あ
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う 。
し
た
が
っ
て 、
右
の
二
例
は
そ
れ
ぞ
れ
「
自
に
入
る
よ
う
な
俗
物

は
全
く
な
い 。
私
の
心
を
洗
う
泉
の
音
が
聞
こ
え
る
の
み
で
あ
る」「(
戦
争に
子

供
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ)
我
が
部
屋
に
は
人
は
誰
も
い
な
く
なっ
た 。
い
る
の
は

(一
人
前
と
は
言
え
な
い)
乳
を
吸
う
孫
だ
け
で
あ
る」
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か 。

「
更
無」
は
仏
典
に
も
見
ら
れ
た
が 、
『
白
氏
文
集」
で
は 、
こ
れ
を
強
調
表

現
と
し
て
意
識
的
に
用
い
る
に
至っ
た
も
の
で
は
な
い
か 。
こ
れ
ら
の
用
法
が 、

注は

「
和
漢
朗
詠
集」
に
採
ら
れ
る
な
ど
す
る
う
ち
に 、
本
邦
の
「
さ
ら
に」
に
も
影

響
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

b
日
本

本
邦
の
用
例
に
つ
い
て
は 、
(
表
5)
に
「
更
無」
「
更
不」
「
更
不
可」
「
更

非」
「
更
何」
(
疑
問・
反
語)
「
更
+
肯
定」
「
更
勿」
(
禁
止)
に
分
け 、
用
例

数
を
示
し
て
お
い
た 。

7 



①
公
家
日
記

『
御
堂
関
白
記』
『
小
右
記」
『
後
二
条
師
通
記」
『
殿
暦』
等
を
見
る
と 、
『
御

堂
関
白
記」
が 、
使
用
数
が
少
な
い
な
が
ら 、
否
定
修
飾
の
用
法
に
偏っ
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る 。
他
の
作
品
は
肯
定
修
飾
に
傾
く
中
国
の
漢
文
の
使
用

状
況
に
近
い
が 、
「
更
進
西」
の
よ
う
に 、
方
角
を
示
す
語
と
関
連
づ
け
る
例
が

慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る 。
ま
た 、
凶・刊
の
よ
う
に
陳
述
副
詞
化
し
た「
更

非」
や
「
更
不
可」
な
ど
和
習
の
例
も
あ
る 。

日
件
馬
事 、
更
不ν
承
之
由
(『後
二

条師通記
』
寛
治
六
年
十
二
月)

口
被ν
示ニ
可ν
然
雑
事- 、
更
無ニ
聞
入-
(『
御
堂

関白記
』
寛
仁
三
年
正
月)

凶
我
更
不ν
可二
口
入-
(『
御
堂

関白記
』
長
和
二
年
十一
月)

日
我
更
非ν
可ν
有ν
恩
(
『
御
堂

関白記
」

寛
弘
三
年
七
月)

加
於ニ
御
気
色- 、
更
有ニ
何
事-
乎
(『
小右記
』
寛
和
元
年
四
月)

幻
依ニ
治
病
更
発-

、

不ν
参ニ
五
条
殿-
(『
殿
暦」

永
久
元
年
六
月)

②
漢
詩
・

漢
文

「
田
氏
家
集』
「
文
華
秀
麗
集』
「
菅
家
文
革』
『
本
朝
文
粋」
で
は 、
肯
定
修

飾
の
例
が
中
心
で
あ
る
が 、
お
の
よ
う
な
反
語
の
例
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る 。

「
更
無」
は
若
干
例
が
あ
る
が 、
和
習
の
「
更
非」
「
更
不
可」
の
例
は
な
く 、

「
更
不」
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い 。

詑
鹿
皮
二
百
余
領 、
更
無ニ
別
物-
(『

本朝文粋
」
九
五

都
良
香
停=
多
執

島一
隷三
大
隅
国-
事)

幻
霜
篠
敷
歩
菊
花
残

更
有=
何
人
比レ
目
看-
(『
菅家
文
草』
三
O
七

夜
有ν
感 、
簡ニ
藤
司
馬-)

M
音
撃
軟
弱
太
矯
春

山
寺
間
時
感
更
頻(『
田

氏家集
」
上

務ν
鴬)

③
仏
教
説
話

五

(
表
5

注 法 日

本粋朝文
戸家
文
革田町 文

掌秀麗集

回 殿 後 御 f平
好 望

験記書 霊本 氏家集
暦 右記 堂 品選集 条師通 記関白異記

6 31 2 2 1 2 1 2 21 3 更鉦
10 68 4 1 9 36 1 更不

更
3 3 7 56 1 不

可

2 3 1 更非

3 3 1 3 2 1 11 更何 I 
4 18 36 33 33 5 21 21 65 137 1 肯定 I 

2 3 止本ヌま当てド
20 121 49 39 36 9 25 26 83 264 7 �I 

8 

朱

『
日
本
霊
異
記』
『
法
華
験
記」
『
注
好
選
集」
の
う
ち 、
「
日
本
霊
異
記」
で

は
お
の
よ
う
な
肯
定
修
飾
の
例
に
偏っ
て
い
る
が 、
『
法
華
験
記』『
注
好
選
集』

で
は
否
定
修
飾
の
例
に
偏
る 。
こ
れ
は 、
時
代
の
相
違
に
よっ
て
変
化
し
た
た

め
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が 、
「
日
本
往
生
極
楽
記』
(
九
八
五
頃)
に
は
肯

定
修
飾
の一
例
の
み 、
「
拾
遺
往
生
伝」
(一
一
一
一
頃)
で
は
「
更
無」
六
例 、

「
更
不」
八
例 、
肯
定
修
飾
四一
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と 、
否
定
修
飾
に

偏っ
て
用
い
る
の
は 、
時
代
性
の
反
映
で
は
な
く 、

『
法
華
験
記」
な
ど
の
個
性

と
い
え
そ
う
で
あ
る 。

お
性
菓
精
進 、

更
無ニ
憐
怠-
(『
法
華
験
記』

上

部
時
随
治ν
之 、
更
不ν
謬
(『
注
好選集
』
上

山
寺

十
二)

七
十
七)
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幻
得
聞
是
経 、

病
即
消
滅 、

不
老
不
死 、

更
非ニ
妄
語-
(「
法
華
験
記
上

十)

お
義
通
歎
喜 、

亦
請二
重
遭-

、

樽
師
更
拝 、
両
耳
聞(『
日
本
霊
異
記』
上

八)

却
従ニ
泳
浴-
外
更
不ν
解ν
帯 、

難ν
送ニ
昼
夜-
更
不ニ
睡
眠-
(『
法
華
験
記」

中

六
十)

却
唯
が--
第
八
巻-

、

稽
留
忘
失 、

更
不ν
得ν
諦
:
:
:

根
性
極
鈍 、

更
不ν
可

ν
請二
上
七
巻
経-
:
:
:

更
不ν
得ν
諦
:
:
:

百
日
祈
念 、
更
無=
其
感-
:

各
期
二

夏目
、

更
不ν
得ν
応
(『
法
華
験
記』

中

八
十)

『
法
華
験
記」

で
は、

幻
の
よ
う
に 、

和
習
の
陳
述
副
調
用
法
「
更
非」

が
二
例

見
ら
れ
る 。

ま
た 、

お
の
例
の
よ
う
に 、

怠
り
な
く
仏
道
に
務
め
る
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
例
が
多
く
(
三
五
例) 、

法
華
経
に
よ
る
功
徳
を
強
調
す
る
効
果
的

な
表
現
と
し
て 、

重
要
な
機
能
を
は
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る 。

ま
た 、

却
・

却
の
例
の
よ
う
に 、

対
句
的
な
箇
所
で
反
復
し
て
用
い
る
例
が
六
例
程
度
見
ら

れ 、

否
定
強
調
を
好
ん
で
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

以
上
の
よ
う
に 、

漢
文
の
「
更」

は
本
来
肯
定
語
に
か
か
る
情
態
副
詞
で
あ

る
が 、

本
邦
の
陳
述
副
詞
に
当
る
「
更」

の
用
法
は
「
白
氏
文
集」

等
に
確
認

で
き 、

本
邦
で
は
『
法
華
験
記」
に
多
い

。

す
な
わ
ち
次
の
点
が
指
摘
で
き
る 。

a
「
更
無」

の
否
定
強
調
の
用
法
は、

中
国
で
は
『
白
氏
文
集』

あ
た
り

か
ら
用
い
ら
れ
た
新
し
い
(
お
そ
ら
く
口
語
的
な)

表
現
ら
し
い

。

b
本
邦
で
も
『
白
氏
文
集』

な
ど
の
影
響
で
こ
の
用
法
が
受
け
入
れ
ら
れ

る
と
と
も
に 、
「
更
非」
「
更
不
可」

等
の
和
習
の
用
法
も
生
み
だ
さ
れ

た
C
用
法
の
実
態
は、
個
々
の
作
品
に
よ
っ
て
用
法
に
ば
ら
つ
き
が
大
き
く 、

「
更
無」
の
用
例
が
多
い
の
は、
「
法
華
験
記」
「
注
好
選
集』

な
ど
の
説

話
集
の
特
徴
で
あ
る 。

四
・

二

和
歌
・

和
文

注目

次
に
和
歌・
和
文
の
用
法
を
確
認
す
る 。

古
賀
精
一

氏
は、

「
更
に
無
し」

の
例
と
し
て 、

う
つ
つ
に
は
更
毛
不
得
言
夢
に
だ
に
妹
が
手
本
を
ま
き
寝
と
し
見
ば

(
巻
四

七
八
回

大
伴
家
持)

が
あ
る
が 、

確
実
に
陳
述
副
調
と
は
い
え
な
い
と
し
た 。

八
代
集
で
も
肯
定
修

飾
一

二
例 、

否
定
修
飾(
ず・
じ)
六
例
と 、

肯
定
修
飾
が
優
勢
で、

確
実
に
「
全

く
1

な
い
」

と
解
せ
る
例
は
な
い

。

し
た
が
っ
て 、

否
定
表
現
に
か
か
る
例
も

「
再
び
・

い
っ
そ
う」

を
打
消
す
意
味
に
解
釈
で
き
る 。

氾
昨
日
見
し
花
の
か
ほ
と
て
け
さ
見
れ
ば
ね
て
こ
そ
さ
ら
に
(
イ
ツ
ソ
ウ)

色
ま
さ
り
け
れ
(『
後
撰
集」

一
二
八)

犯
い
に
し
へ
を
さ
ら
に
(
再
ピ)

か
け
じ
と
思
へ
ど
も
あ
や
し
く
め
に
も

み
つ
な
み
だ
か
な
(「
拾
遺
集』

九
九

二

と
こ
ろ
が 、
「
枕
草
子』
「
源
氏
物
語」
『
狭
衣
物
語』
『
夜
の
寝
覚」

な
ど
の

散
文
で
は、
(
表
6)

の
よ
う
に
「
ず・
じ」

に
か
か
る
例
が
お
よ
そ
八
割
を
占

め 、
「
肯
定」

や
「
な
し」

に
か
か
る
例
は
各
々
一

割
程
度
で
あ
る 。

注目山

こ
れ
ら
和
文
で
の
実
態
を
踏
ま
え 、
『
今
昔」
の
用
法
を
分
析
し
た
原
栄
一

氏

注げ

や
高
橋
敬
一

氏
は、

和
文
の
用
法
を
陳
述
副
詞
と
し
て
扱
っ
て
い
る 。

ま
た 、

築
島
裕
氏
も
『
平
安
時
代
語
新
論』
(
四
五
二
頁)

に
お
い
て 、

和
文
の
「
さ
ら

に
」

を
陳
述
副
詞
と
し 、

漢
文
訓
読
文
の
そ
れ
を
情
態
副
詞
と
す
る
立
場
を
採

っ
て
い
る 。

こ
れ
ら
の
先
学
の
見
解
は、

お
そ
ら
く
は
否
定
表
現
を
修
飾
す
る

例
が
多
い
と
い
う
現
象
面
か
ら
導
か
れ
た
解
釈
と
思
わ
れ
る
が 、

否
定
表
現
を

修
飾
す
る
用
例
が
た
だ
ち
に
陳
述
副
詞
で
あ
る
と
言
え
る
わ
げ
で
は
な
い

。

稿

者
は、

先
学
の
立
場
と
は
逆
に 、

漢
文
の
「
更」

に 、

典
型
的
な
陳
述
副
詞
と

し
て
解
釈
で
き
る
用
例
が
あ
る
(
前
節
で
指
摘)

の
に
対
し 、

平
安
期
の
和
文
の

用
例
は
情
態
副
詞
的
な
側
面
が
強
い
こ
と
を 、

次
に
指
摘
し
た
い

。

「
万
葉
集」

で
は

9 



主同

工
藤
浩
氏
は、

典
型
的
な
陳
述
副
詞
は、

述
語
の
陳
述
的
側
面
に
関
わ
っ
て

用
い
ら
れ 、

属
性
的
な
意
味
の
側
面
に
は
関
係
し
な
い
た
め 、

次
の
よ
う
な
特

徴
が
見
ら
れ
る
と
し
た 。

こ
こ
で
は、

工
藤
氏
の
指
摘
し
た
観
点
か
ら 、

平
安

期
の
和
文
の
「
さ
ら
に
」

の
否
定
修
飾
の
用
法
を
考
察
す
る 。

て

陳
述
副
詞
を
取
り
除
い
て
も 、

コ
ト
ガ
ラ
的
内
容
に
変
化
の
な
い
こ
と

二 、

陳
述
副
詞
は 、

体
言
述
語
文
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と

ま
ず 、

第
一

の
面
か
ら 、

和
文
の
「
さ
ら
に
」

は、

こ
れ
を
取
り
除
く
と 、

コ
ト

ガ
ラ
的
な
内
容
に
変
化
が
生
じ
て
し
ま
い 、

陳
述
副
詞
と
は
言
え
な
い
と

考
え
ら
れ
る 。

す
な
わ
ち 、

和
文
の
「
さ
ら
に
」

は、

状
況
が
新
し
く
変
っ
て

い
か
な
い
と
い
う
こ
と
述
べ
る
情
態
副
詞
的
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る 。

次
に
実
例
に
即
し
て
解
釈
し
て
み
た
い

。

お
い
と
ど
し
く
い
み
じ
き
こ
と
の
は
つ
く
し
き
こ
え
給
へ
ど 、

と
命
婦
も

思
ふ
に 、

い
と
む
く
つ
け
う
わ
づ
ら
は
し
さ
ま
さ
り
て 、

さ
ら
に
た
ば

か
る
べ
き
か
た
な
し
(『
源
氏
物
語』

若
紫)

MA
い
と
は
づ
か
し
き
御
あ
り
さ
ま
に
ぴ
ん
な
き
事
き
こ
し
め
し
つ
け
ら
れ

じ
と 、

い
ひ
お
も
ひ
っ
つ 、

は
か
な
き
事
の
な
さ
け
も 、

更
に
つ
く
ら

ず
(『
源
氏
物
語』

湾
標)

お
い
み
じ
と
思
し
て 、

面
の
さ
と
あ
か
み
給
ふ
ま
〉
に 、

涙
こ
ぼ
れ
か
か

り
ぬ
る
う
つ
く
し
さ
の
似
る
も
の
な
き
に 、

い
と
ど
悲
し
く
な
り
て 、

「(
中
略)

例
の
や
う
に
は
れ
ば
れ
し
く
も
て
な
し
て 、

も
の
せ
さ
せ
給

へ
。

さ
ら
に
な
思
し
い
れ
そ 。
」
(『
夜
の
寝
覚」

巻
二

お
は、

中
将
の
君
の
見
た
不
吉
な
夢
が
藤
査
懐
妊
の
こ
と
を
予
言
す
る
も
の
と

考
え
た
命
婦
が
不
安
を
抱
く

場
面
で、

命
婦
は
そ
の
こ
と
を
思
う
と
ま
す
ま
す

気
味
悪
く
な
る
ば
か
り
で
な
す
べ
き
方
法
も
「
事
新
し
く」

思
い
浮
か
ば
な
い

と
い
う
意
味
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る 。

却
は、

光
源
氏
が
斎
宮
の
女
御
に
手
紙

を
取
り
次
ぐ
こ
と
を
「
殊
更
に
」

し
な
い
よ
う
に
し
た
と
い
う
意
味
で
あ
る 。

ま
た 、

お
は、

泣
き
悲
し
む
中
の
君
を 、

対
の
君
が
慰
め
る
場
面
で、
「
そ
れ
以

上」

思
い
詰
め
な
い
で
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
い
る 。

こ
れ
ら
を
単
に
「
全
く 、

決
し
て」

と
訳
し
て
文
意
が
通
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が 、
「
わ
づ
ら
は
し
さ」

「
い
ひ
お
も
ひ
っ
つ
」
「
い
み
じ
と
思
し
て」

な
ど 、

人
物
の
心
理
・

状
況
を
受

け
て 、

そ
れ
が
新
た
に
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う 。

ま
た 、

第
二
の
面
か
ら
見
る
と 、

陳
述
副
調
は、

判
断
そ
の
も
の
に
関
わ
る

用
法
で
あ
る
か
ら 、

動
調
述
語
文
・

形
容
調
述
語
文
の
み
な
ら
ず 、

体
言
述
語

文
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る 。

し
た
が
っ
て 、
「
体
言
!?
に
あ
ら
ず」
に
か

か
る
用
例
が
あ
れ
ば 、

陳
述
副
詞
化
し
た
目
印
と
な
る
と
思
わ
れ
る
が 、
「
更

非
十
体
言」

の
例
が 、

本
邦
の
漢
文
体
の
仏
教
説
話
や
公
家
日
記
に
は
間
々
見

ら
れ
た
の
に
対
し
て 、

和
文
で
は
こ
の
用
法
が
ほ
と
ん
ど
な
い

。
「
源
氏
物
語』

で
は
「
体
言
(
一

例
は
活
用
語
の
連
体
形)
+
に
あ
ら
ず」

に
か
か
る
例
が
四
例
あ

る
が 、

う
ち
三
例
は、

さ
ら
に
さ
や
う
に
さ
し
の
け
な
ど
す
べ
き
御
車
に
も
あ
ら
ず
(
葵)

さ
ら
に
お
ぽ
し
な
や
む
べ
き
に
も
侍
ら
ね
ど
(
紅
梅)

さ
ら
に
か
か
る
せ
う
そ
こ
あ
る
べ
き
こ
と
に
も
あ
ら
ず
(
宿
木)

の
よ
う
に
当
為
的
判
断
を
意
味
す
る
「
べ
し」

を
含
む
句
に
か
か
っ
て
お
り 、

「
新
た
に・
殊
更
に
」

こ
と
を
な
す
べ
き
状
況
で
な
い
と
い
う
意
味
に
解
釈
で
き

る 。

残
る
一

例
は、

漢
文
と
同
じ
く 、
「
決
し
て」
の
意
味
で
否
定
判
断
を
強
め

て
い
る
例
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
が 、

こ
れ
は
僧
都
の
会
話
文
の
例
で、

漢
文

訓
読
的
な
口
調
の
人
物
と
し
て
作
者
が
意
識
的
に
用
い
た
例
と
も
恩
わ
れ
る 。

さ
ら
に
非
常
の
怪
し
か
ら
ぬ
物
に
あ
ら
ず
(
手
習)

ま
た 、

こ
の
他
に 、

次
の
よ
う
な
点
も 、

和
文
の
「
さ
ら
に
」

は、

詞
で
あ
る
と
考
え
る
傍
証
に
な
る
と
思
わ
れ
る 。

10 
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今昔物語集の文体と法華験記

①
「
な
し」
に
か
か
る
場
合 、
漢
文
で
は
「
更
無
+
実
質
名
詞」
の
形
式
で

「
存
在
の
否
定」
を
強
め
る
用
法
と
な
る
が 、
和
文
で
は
抽
象
名
調・
形
式

名
詞
を
承
け
た
形
式(
さ
ら
に
1や
う
な
し・
か
た
な
し)
や 、
「
さ
ら
に
見

ど
こ
ろ
な
し」
「
さ
ら
に
惜
し
げ
な
し」
な
ど 、
形
容
動
調
相
当
の
語
に
か

か
っ
て 、
「
新
た
に
状
況・
情
態
が
変
わ
っ
て
い
な
い」
と
い
う
「
状
況
の

不
変」
を
表
す
と
思
わ
れ
る 。

【「
さ
ら
に
1

な
し」
の
承
け
る
名
調】
(
数
字
は
用
例
数)

〈
枕〉
見
ど
ζ
ろ・
こ
と・
さ
る
も
の・
ゃ
う
(
各
1)

〈
源〉
こ
と
6・
か
た
5・
ゃ
う
4・
と
こ
ろ
3・
つ
い
で
1・
う
ご
き

ー・
た
ぐ
ひ
l・
ひ
と
1・
し
る
し
1・
け
し
き
1

〈
狭〉
か
た
3・
め
づ
ら
し
げ
1・
を
し
げ
l・
ひ
と
1

〈
寝〉
こ
と
2・
を
り
1・
も
の
l

②
和
歌
で
は 、
肯
定
表
現
を
修
飾
す
る
例
の
方
が
多
い 。
ま
た 、
散
文
で
も

『
今
鏡』
は
肯
定
修
飾一
四
例・
否
定
修
飾
ニ
例 、
『
増
鏡」
は
肯
定
修
飾

十
例・
否
定
修
飾
七
例
で 、
肯
定
修
飾
の
優
勢
な
作
品
が
あ
る 。
(
表
6)

の
作
品
で
も
否
定
修
飾
に
偏
る
と
は
い
え 、
肯
定
修
飾
の
例
も
あ
る 。

③
『
源
氏
物
語』
で
は 、

「
さ
ら
に」
の
他
に 、「
さ

ら
な
り」
九
例
「
さ
ら

な
る」
五
例
が
あ
る
な

ど 、
「
さ
ら
に」
は
形
容

動
調
の
連
用
形
と
し
て

の
性
格
を
残
し
て
い

(
表
6

夜 狭 源 枕草 作
の

物衣圭五 氏 ロEロ3 
寝覚 物

語
子

23 40 201 35 ず
じ

4 7 26 4 無
し

。 。 2 l 
語
反

3 。 5 1 止本容

2 9 25 4 4
疋F同L主二， 

32 56 259 45 
バ
言仁会十
ヨ民

λv 。
以
上
述
べ
来っ
た
和
文
で
の
用
法
上
の
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く 。

a
「
な
し」
に
か
か
る
例
が
「
ず・
じ・
ま
じ」
に
か
か
る
例
に
比
べ
て
少

な
く一

割
程
度
に
と
ど
ま
る 。

b
「
名
詞
+
な
し」
に
か
か
る
場
合
の
名
詞
の
制
約
が
あ
る 。

C
「
に
あ
ら
ず」
に
か
か
る
例
が
非
常
に
少
な
い 。

d
「
今
さ
ら・
そ
れ
以
上」
と
い
う
意
味
の
情
態
副
調
的
な
内
容
を
も
っ 。

四
二二

云
主目』

『
今
昔』
で
は 、
(
表
7)
の
よ
う
に 、
「
更ニ
1

無シ」
「
更ニ
1

事
無シ」
の

例
が
三
割
程
度
を
占
め 、
用
法
は 、
お
1

刊
の
例
の
よ
う
な
否
定
強
調
用
法
と

解
せ
ら
れ
る
用
例
が
大
部
を
占
め
る 。
ま
た 、
「
更ニ
i

不
可ズ」
や 、
幻
の「
更

ニ
't，ニ

非ズ」
の
よ
う
な
変
体
漢
文・
仏
教
説
話
に
多
い
用
例
も
全
巻
に
分
布
し

て
い
る 。
し
た
が
っ
て 、
類
型
的
文
体
の
レ
ベ
ル
で
は 、
漢
文
な
い
し
変
体
漢

文
の
用
法
を
承
け
て
い
る
と
い
え
る
が 、
(
表
5)
に
あ
げ
た
作
品
と
の
比
較
で

い
え
ば 、
特
に
「
更
無」
の
比
率
が
高
い
「
法
華
験
記』
な
ど
と
の
類
縁
性
が

注
目
さ
れ
よ
う 。
す
な
わ
ち 、
『
今
昔』
の
「
更ニ
1

無シ」
は 、
『
法
華
験
記』

の
特
徴
を
受
け
継
い
だ
表
現
形
式
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る 。

「
更
ニ
を
用
い
る
強
調
用
法
が 、
『
今
昔』
の
文
体
基
調
に
大
き
く

関
わ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は 、
次
の
例
の
よ
う
に 、
文
章
の
発
端・
展
開・
完
結
の
節

目
を
効
果
的
に
語
る
機
能
を
託
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る 。

お
今ハ
昔
加
賀ノ
国ニ
翁
和
尚ト
云7
者
有ケリ 。:::
法
花
経ヲ
読
議スル
事

更ニ
絵/閉山ヒ
元シ
(
巻
十三-
M)

幻「
此レ
到斗
己ガ
子

斗制刻 。
其ノ
故ハ 、
此ヲ
不
孝シテ
敢テ
不
相
見ズシテ

既ニ
数
十
年ニ
成ヌ」
(
巻二
十九-
U)

お
盗
人
有テ
火ヲ
放テ
其ノ
堂ヲ
焼ッ 。
更ニ
残ル
物
無シ 。
而ルニ
火ノ
中ニ
此

ノ
繕
在7ス 。
(
巻
士
7
M)

却
女
即チ
死
給ヌレパ
天
皇・
后
歎キ
給7ト
云へ
ドモ

更-一
甲
斐
無クテ
止-
Z
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リ 。
(
巻三
十一
-

M)

州制
重
夜
朝
暮-一
恐レ
迷7ト
云へ
ドモ

更ニ
愈ル
事
元シ 。

此レヲ
以テ
思7-一
後
世ノ
助ヶ
有
難カラム 。(
巻
七­

U)

 

右
の
例
は 、
す
べ
て
出
典
の
影
響
を
受
け
な
い
独
自
箇
所

の
例
で
あ
る 。
お
の
例
は
発
端
部
の
例
で 、
翁
和
尚
が
法

華
経
を
ひ
た
す
ら
読
議
し
た
こ
と
を
強
調
し 、
法
華
経
読

請
の
功
徳
に
よ
っ
て
お
こ
る
奇
跡
を
語
る
効
果
的
な
伏
線

と
な
っ
て
い
る 。
幻
は 、
会
話
部
分
の
例
で 、
絶
対
に
自

分
の
子
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ 、
そ
の
後
で
「
其ノ
故ハ」

以
下
に
書
か
れ
る
理
由
を
続
け 、
登
場
人
物
が
強
調
的
・

論
理
的
に
語
る
様
を
描
い
て
い
る 。
お
の
例
は 、
完
全
に

堂
が
焼
け
た
こ
と
を
「
更ニ」
に
よ
っ
て
強
調
し
つ
つ 、
直
後
に
「
市ル
ニ
を

置
き 、
火
の
中
に
阿
鳴
陀
を
描
い
た
像
が
残っ
た
の
は 、
主
人
公
が
そ
の
絵
を

書
い
た
信
心
の
深
さ
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
効
果
的
に
示
し
て
い
る 。
却
と
刊

は 、
「
甲
斐
無ク」
「
愈ル
事
元シ」
で
説
話
が
終
わ
る
場
合
で 、
い
ず
れ
も
主
人

公
が
約
束
を
破っ
た
た
め
に
悲
劇
的
結
末
に
な
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る 。

「
更
こ
は 、
「
無シ」
「
不ズ」
の
終
止
形
の
効
果
と
あ
い
ま
っ
て 、
強
い
否

定
判
断
の
表
現
を
つ
く
り 、

状
態
や
結
果
を
強
め
る
機
能
を
も
っ 。
こ
の
よ
う

な
表
現
を
文
章
展
開
の
要
所
で
用
い
る
の
は 、
『
法
華
験
記』
に
も
見
ら
れ
た
傾

向
で
あ
り 、
両
書
の
否
定
強
調
を
好
む
文
体
を
確
認
で
き
る 。 (

表7

12 

定同 難 事無
無 不 非主 ズ〉〆 ン' 可ン ズ ジ

非y マ
ジ

3 5 4 l 9 
3 1 2 3 3 3 6 

1 4 3 2 22 
l l 11 3 1 11 四
2 7 5 4 12 五

2 5 4 六
l 3 5 1 2 9 七
4 3 l 3 12 九
l 3 8 5 l 11 十

1 5 l l 2 十一
3 8 3 3 5 十二
l l 7 I 2 10 十三

3 5 4 3 15 十四
l l 3 2 2 3 5 十 五

4 11 2 1 9 十六
2 l 5 11 2 10 十七

4 7 2 9 十九
l l 4 1 4 13 二十

1 
l 1 1 1 10 二四

2 1 3 二五
2 2 2 7 一ー一ムノ 、

2 12 二七
l 2 1 3 7 二八

3 4 7 12 二九
1 2 8 三十

2 2 1 11 
23 9 47 125 44 52 244 合計

五

結
び
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に 、
『
今
昔」
の
「
更
こ
の
用
法
が
漢
文
訓
読
文
の
流
れ
を
引

く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り 、
具
体
的
に
は
使
用
率
や
用
法
の
近
い『
法
華
験
記』

等
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る 。

注目

『
法
華
験
記」
に
は 、
「
更
無」
の
他
に
も 、
山
口
仲
美
氏
が
指
摘
し
た「
1(
こ

カギリナシ

と)
無
限」
M
例
を
始
め 、
総
城
俊
太
郎
氏・
峰
岸
明
氏
・

原
栄一
氏
・
山
口

佳
紀
氏
・

田
中一

徹郎
氏
ら
が
「
今
昔」
全
巻
に
多
く

見
ら
れ
る
漢
文
訓
読
文
・

変
体
漢
文
の
周到叫と
し
た
も
の
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る 。

スダニ
イヨイヨ
キハメテ
ザダメテ
スミヤカエ
ヨシ

コロλ
ヌタ

キル

既
却

弥
お

極
お

定
M

速
1

由
日

殺
お

抜
初

切
M

イル

カフ

射
ロ

買
5

馳
3 、

等
(
数
字
は
「
法
華
験
記』
で
の
使
用
数)

松
一城
俊
太
晴
氏
は 、
こ
の
よ
う
な
『
今
昔』
に
広
く

用
い
ら
れ
る
漢
文
訓
読
語

に
つ
い
て 、
僧
侶
の
口
頭
語
を
基
盤
に
し
て
成
立
し
た
新
し
い
文
体
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
提
出
し
て
い
る 。
し
か
し
な
が
ら 、
あ
る
文
章
の
文

体
は 、
そ
れ
以
前
に
存
し
た
文
章
の
文
体
を
基
盤
に
個
性
的
側
面
を
加
え
て
成

立
す
る
と
い
う
文
体
観
に
立
て
ば 、
当
代
の
口
頭
語
の
影
響
よ
り 、
む
し
ろ 、

先
行
資
料
の
影
響
を
考
え
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か 。
右

の
よ
う
に 、
『
今
昔」
に
多
い
語
が
『
法
華
験
記」
の
用
語
と
し
て
説
明
で
き
る



こ
と
は、
『
今
昔」
の
文
体
が 、
『
法
華
験
記」
(
ひ
い
て
は
仏
教
系
の
変
体
漢
文
な

ど)

の
文
体
と
近
い
こ
と
の
傍
証
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う 。

両
書
の
関
係
に
つ
い
て
は、

す
で
に 、

文
学
研
究
の
立
場
か
ら
も 、
『
法
華
験

注n

記」

が
『
今北目」

の
説
話
性
や
思
想
の
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が 、
「
更
ニ
の
使
用
状
況
の
近
似
性
か
ら
考
え
て
も 、
『
今

品目』

編
者
は、
『
法
華
験
記」
の
文
章
か
ら
大
き
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
理
解

で
き
る 。

編
者
は、
「
法
華
験
記」

か
ら
「
更
ニ

に
よ
る
否
定
強
調
を
頻
用
す

る
表
現
を
学
び
取
り 、

文
章
の
節
目
で
効
果
的
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る 。

む
ろ
ん 、
「
つ
ゆ
」

な
ど 、
「
宇
治
大
納
言
物
語』

等
に
よ
る
と
思
し
い

和
文
(
口
語)

用
語
の
影
響
も 、

巻
二
十
以
前
に
及
ぶ
場
合
が
あ
る
と
は
い
え 、

全
巻
を
あ
ま
ね
く

覆
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
か
っ
た 。

種
々
の
出
典
の
文
体
を

一

つ
の
「
物
語
集」

に
ま
と
め
る
た
め
の
フ
ィ

ル
タ
ー
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の

は、

編
者
の
な
れ
た
仏
典・
経
典
の
文
体
で
あ
り 、

特
に
影
響
の
大
き
い
の
は、

主
要
出
典
の
一

つ
で
あ
る
『
法
華
験
記』

か
ら
学
ん
だ
表
現
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る 。

本
稿
で
述
べ
た
見
通
し
が 、

今
後 、

文
学
的
見
地
は
も
と
よ
り
国
語
学
的
見

地
か
ら
も 、

様
々
な
角
度
か
ら
比
較・
解
明
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る 。

今昔物語集の文体と 法華験記

注1
寿
岳
章
子「
源
氏
物語基
礎語
集
の
構成」(『
計
量
国
語学』
“
号

四
十二
年
七
月)

注2
漢
文訓
読
文に
近い
とい
う
説には 、
遠
藤好
英「
今
昔
物語
集の
文章の

性
絡
と
史
的
位
置

||会
話の引
用
1
線形式の
考察を中心に
||」

(『
訓
点語と
訓

点
資
料』
ω
輯
昭和四
十
四
年六
月) 、

変
体
漢
文に
近い
と
い
う
説に
は 、

峰
岸
明「
今
昔
物語
集に
診
ける
変
体
漢
文の
影
響につ
い
て

||
『問』
の
用

法をめ
ぐって
||」

(『
国
語学』
お
集
昭
和三
十四
年三
月)・
山
口
佳
紀「
今

昔
物語
集の
文
体基
調につ
い
て

||『
由」
の
用
法を
通して
||」

(『
国
語学』 昭

和

m山
集
昭
和三
十四
年三
月) 、
和文
体ない
しは
僧侶の口
頭
語に
近い
とい

う
説には 、
船城
俊太
郎
「
今昔
物語集の
疑問
副詞『何
ソ』
『何
ト』

『何

テ』」(「国
語学』
作
集
昭
和四
十四
年六
月)
同「
今昔
物語集の「弥ヨ』

FO

 

を
め
ぐっ
て」
(『
国
語学」
日・
U
集
昭和五
十八
年
十二
月・
昭
和五
十

九
年三
月)
な
ど
の
論があ
る。

注3
「
如
是
我聞:・一
時仏
在・:
爾
時」
の
形
式が経
の類型で
あ
るこ
とは 、

金
岡
照光
『
仏
教
漢
文の
読
み
方」
(
春
秋社)
に
指
摘が
ある 。

注4
「トナム
語リ
伝ヘタル
トヤ」
につい
て
は 、
荒
木浩「
説話
集と
物語と|

よマ昔物詩集の形式をめぐって
l|」

(『
国
語と
国文学」
平
成四
年五
月
号)

は 、
経
の「
如
是
我
聞」
との
関連につい
て
検
討し 、
坂口
勉
「
今昔
物語

の
世
界」
(
教
育
社)
は
『冥
報記』
の「
云
爾」
(い
ふこ
としか
り)
と
の

関
連を
指
摘し
て
い
る 。

注5
「
爾
時」
が
「そ
のときに」
と翻
訳さ
れるこ
とは 、
谷
光
忠彦「
今
昔

物語
集の
文
体

||「其ノ
時」「其ノ
時
三
「
時こ
の
用
法をめぐって
||」

(『日

本女
子
経
済
短
期大
学
研
究
論
集』
十一
昭
和六
十三
年)
に
指
摘が
あ
る 。

な
お、
本
稿で
は
「
其ノ
時」
は
「
其ノ
時
こ
に
含
め
た 。

注6
原
栄一
「
日
本法
華
験
記か
ら
今昔
物語集へ

||副詞の踏襲・換言・省略・

付加
||」

(『
語
文研
究』
幻-
U
合併
号
昭
和四
十
六年十
月)

注7
低
減
俊太
郎「
今
昔
物語集の
『
弥ヨ』
をめぐっ
て」
(『
国
語学』
悶
集

昭
和五
十八
年
十二
月)

注8
山
内
貴
子「『問』
と『
程』
|』『今昔物語」を中心としたその意味と文体
-||」

(『
語
文』
第四
十
輯
昭
和五
十七
年
十一
月)

注9
青
木毅「い
わゆ
る
「
出典に
左
右さ
れる
文体』
を
通し
て
観た
『
今昔

物
語
集』
撰者の
文体
志向
ll ，発病e

を表す動詞句「病ヲ受ク」
の分布の偏

りが意味する
もの
|l」

(『国文学
孜』
第一
三
四
号
平
成四
年六
月)

注叩
拙稿
「
今
昔
物語
集の翻
訳
語につい
て」
(『国
語語
集史の
研
究」
十一

平成二
年
十二
月)

注U
本
稿で
使用した
資料・
索
引類は
次
の通りで
ある 。
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【
漢
籍・
仏
典】
『
諸
子
引
得』
(
燕
京
学
社) 、
「十三
経注
疏
索
引』
(
中文
出

版) 、
「
史記
索
引』
(
中
国
広
婚
電
視
出版
社) 、
「
法
華経一
字
索
引」
(
東洋

哲学研
究
所) 、
『
摩詞止
観
二子
索
引」
(
第三
文
明
社)
『
全漢三
国
晋
南
北

朝
詩』(
中
華書
局) 、
『
白
氏
文集
歌
詩
索
引』(同
朋
社) 、
『李
白
歌
詩
索
引」

(同
朋
社) 、
「
社甫
引
得』
(上
海
古
籍
出版
社) 、
「
陶
淵
明
詩文
綜
合
索
引』

(
集
文堂) 、
「李
商
隠
詩索
引』
(
龍渓
書
社) 、
【
公
家日
記】
『
御
堂
関白記』

『
小
右
記』
『
御二
条師
通
記』
(以上 、
大
日
本
古
記
録)
【
漢
詩・
漢
文】
『田

氏
家集
索
引』
(
和
泉書
院) 、
「文
華
秀麗
集
索
引』
(
和
泉書
院) 、
『
菅家文

革・
菅
家後
集詩
句総
索
引』
(
明治
書
院) 、
「
本
朝文粋』
(
日
本古
典文学

大
系)
【
説
話】
『日
本霊
異
記
漢
字索
引」
(
楓
桜
社) 、
『
注
好
選』
(
東京
美

術) 、
『
法
華験
記』
(日
本思想大
系) 、
『三
宝
絵詞
自立
語索
引』
(笠
間
書

院) 、
『
字治
拾
遺
物語総
索
引』
(
清文
堂) 、
『古
本
説話
集
総
索
引』
(
風
間

書一房) 、
「
今昔
物語
集
自立
語
索
引』
(笠
間
書
院) 、
「発心
集
本文・
自立

語
索
引』(
清
文
堂) 、『
慶
長
十年
古
活
字
本沙石
集
総
索
引』(
勉
誠
社) 、『
撰

集
抄
校
本
篤』(笠
間
書院)【
和歌・
和文】「
八
代集
総
索
引』(大
学
堂) 、

『
源
氏
物語大
成』(
中
央
公
論
社) 、
「
狭
衣
物語総
索
引」(笠
間
書
院) 、
『
夜

の
寝
覚
総
索
引」
(
明
治
書
院) 、
『
落窪
物語総
索
引』
(
明
治
書
院) 、
『
伊
勢

物語総
索
引」
(
明
治
書
院) 、
『大
和
物語
語
集
索
引」
(笠
間
書
院) 、
『
校
本

枕
冊
子
総
索
引』
(古
典文
庫)

注ロ
古
賀精一
「上
代の
『一史
無』
につい
て」
(「大
坪
併治
教
授退
官記
念
国

語
史論
集』
表
現社
昭
和五
十一
年五
月)

注目
田
中
敏生「
否定
述
語・
不
確定
述
語の
作
用
面と
対象
面
l1陳述副詞の呼

応の内実を求めて
||」

(『日
本
語学』
昭
和五
十八
年
十月
号)

注M
『
白
氏
文
集』
か
ら『
和
漢朗
詠
集』
に
収め
られ
た
も
のと
して
は 、
「
更

無
二
事至z
心
中-」(四二
二
「
更無三
俗
物嘗ニ
人
眼-」
(五
七
九)
などが

ある 。
『
和
漢朗
詠
集』
には 、
他に
元
横「
此
花
開後
更無ν
花」
(二
六
七)

な
どが
見られ
る 。

注目
古
賀
精一
の
注ロ
論文

注vm
原
栄一
の
注6
論
文お
よ
び
同
「
副詞
の
和文
的
呼
応につ
い
て
|『冥

報

記」
と
『
今昔
物語」
と
の
対比か
ら
l」

(『訓
点
語と
訓点
資
料』
第八
十

八
輯
平
成四
年三
月)
で
は
「サラニ
ーズ・

ナシ」
の形
式を「
和文
語

法の
典型」
「
和文
語法とし
ては 、
究立見
の
語法」
と
してい
る 。

注げ
高橋敬一
「『
今昔
物語集」
天竺
部
の
文
体形
成
||『注好選集』
との副詞

の比較を通して
||」(『国

語国
文学
研
究」二
十一
号
昭
和六
十一
年二
月)

注目
『国
語学
大
辞典』
(七四
五
頁)
の「
副詞」
の
項を参
照 。

注目
山口
仲
美「
今昔
物語
集の
文
体に
関する一
考
察
||『事元限4

をめぐ

って
||」

(「
国
語学』
乃
集
昭
和四
十四
年
十二
月)

注別
紙
城
俊太
郎・
山口
佳
紀・
峰岸明の
注2
論
文、
原栄一
の
注凶
の
他 、

田
中牧
郎「
今昔
物語集か
ら
見た
「訓点特
有語」
の一
面
|動詞を

中心

に
|」(「

文馨研究』
第初
集
平
成元
年一
月)
など
を
参
照 。

注幻
船城
俊太
郎の
注2
論
文。
ち
なみに 、
低城が
僧侶
の口
頭語の影響を

受け
た
資
料と
して
挙げた『法
華百座
間
書
抄』
に
は「
更一一」
は一
例も
見

出さ
れ
ず 、
「
更こ
が口
頭
語の影響で
用い
られた
とは
考えに
くい 。

注辺
たと
え
ば 、
片
寄正
義
「
今着
物語
集の研
究(
下)』
(
警
林
舎
昭
和四

十九
年)
は 、
書き
出し 、
説話
蒐集の
範囲 、
説話
性・
思
想など
の
各
面

か
ら
両
害の
近似
性を
指
摘してい
る 。

(
付
記)
本稿は 、
平成四
年
度国
語学
会
秋
季大
会(珍大
分大学)
に
おい
て 、

同じ
題
目で
口
頭発
表したも
のを
修正
し
て
成
稿したも
ので
あ
る 。
発
表の
席

上 、
西国
隆
政・
関一
雄・
堀畑正
直・
佐藤
貴裕の
各
先生
方か
ら
貴重
なご
教

示を
賜っ
た 。
ま
た 、
投稿後、
編
集
委
員会か
ら
重
要なご
示
教を
戴い
た 。
銘

記し
て
学
恩に
深謝申し
上げ
る
次第で
あ
る 。

なお 、
本
稿は 、
第十回
新
村
出記
念財団研
究助
成によ
る
研究
成果で
あ
る

こ
と
を
明
記す
る 。

14 

||
京
都
橘
女
子
大
学
助
教
授
||

(平
成四
年
十二
月
十五
日
受理)

(
平
成五
年三
月二
十六
日
改
稿受理)


